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P一・1

5周年を迎えて

文
化
の
秋
を
飾
る
本
校
創

立
二
十
五
周
年
記
念
行
李

予
定
が
大
体
決
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
記
念
式
典

は
十
一
月
三
日
文
化
の
日

に
学
校
関
係
者
、
先
輩
、

各
界
の
名
士
を
招
待
し
て

東
北
一
基
る
聾
で
行

わ
れ
、
続
く
四
、
五
の
二

記
念
式
二
二
七

日
間
音
楽
郡
、
演
劇
部
、
薫
部

な
ど
に
よ
る
音
楽
、
劇
、
詩
朗
読
そ
の

他
が
使
う
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
相
前
後

し
て
校
内
の
美
術
展
、
葦
迫
展
、
科
学

展
、
雪
農
、
全
国
高
校
新
開
展
が
行

わ
れ
記
念
祭
に
一
層
の
精
彩
を
加
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
．

八
百
名
の
連
掛
饗
宴

二
十
五
周
年
記
念
の
三
と
し
て
行
わ

八
重
樫
会
長
に
援
兵

前
期
石
鎖
会
費
輩
蜜
薯
を
決
め
る

薫
会
各
部
代
表
に
よ
亀
岡
蚕
貝

金
は
九
日
　
　
目
合
同
教
室
で
行
わ

れ
た
。
当
日
各
書
芸
よ
幻
推
選
さ
れ

た
も
の
は
五
名
で
あ
っ
た
が
、
該
当
者

な
し
と
し
た
文
化
委
ほ
か
委
員
会
か
ら

も
候
補
者
智
出
す
る
こ
と
な
久
す
ぐ

鮭
藩
を
行
っ
た
。
候
補
者
及
び
推
選
者

次
の
涌
む
（
カ
三
内
推
繋
｝

∇
巻
雲
貴
会

八
重
樫
昌
宏
（
稔
務
義
貞
含

▽
生
活
義
兵
会

小
沢
武
志
室
括
嚢
員
金
）

∇
体
育
蓼
員
会

石
桜
会
功
労
章

査
定
夫
荏
薫
舎
加
藤
着

席
）
佐
藤
畢
一
徳
）
村
井
健
祐

（
儲
木
造
日
）

∇
因
習
夢
見
会

A
贋
宍
八
重
警
蒙
、
透
旧
静
唇

▽
文
化
霊
異
全

室
肩
級
琶

▽
崖
姿
貝
会

大
壷
夫
素
案

投
票
の
結
果
稔
務
萱
幕
の
八
軍
隊

石
楼
会
々
長
が
二
十
三
票
の
圧
倒
的

多
数
で
一
位
と
な
乳
後
日
開
か
れ

た
職
員
金
嶺
を
も
通
過
後
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
時
間
転
誓
言
れ
た
。

尤
糞
有

れ
る
恒
例
の
本
校
大
運
動
会
ば
来
る
二

十
三
日
（
火
）
に
挙
行
さ
れ
る
。
今
年

は
例
年
に
な
い
盛
大
な
も
の
と
な
る
こ

と
が
予
恩
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

庚
準
寧
レ
ー
兵
仮
装
行
列
、
市
内
商

中
小
招
待
リ
レ
ー
な
羞
校
独
拓
の
気

風
の
も
ら
れ
蓋
胱
技
が
種
々
展
開
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
告
。

盈
牧
内
球
技
大
会
も
行
わ
れ
る
模
様

遥
写
定
立
周
年
を
迎
一
幕
本
校

の
多
彩
な
催
し
に
全
校
生
徒
の
期
待

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

欝
と
共
樟
東
北
大
会
に
出
場
、
選
手

一
男
い
に
藷
し
て
菅
等
。

要
図
等
委
£
買
格
の
件
図
暫

委
員
か
ら
商
二
の
図
暫
挙
親
で
逓
励
都

取
入
っ
て
い
る
た
め
来
年
度
の
朝
顔
引

撃
が
で
き
な
い
か
ら
失
格
さ
せ
て
は

ど
う
か
と
握
案
あ
q
佐
火
茶
遠
、

中
川
功
我
、
金
沢
、
畑
谷
、
藤
沢
祐
三

洛
沼
洋
之
助
の
六
考
を
失
格
さ
す
こ
と

に
決
定
し
た
。

受
験
対
策
な
ど
　
こ

視
察
に
．

仙
名
こ
高
1
栗
ル
学
院
見
学
の
件

学
習
黍
民
会
か
ら
受
験
対
策
、
図
薯
峯

の
萬
場
、
盗
芸
の
活
動
状
況
等
を
視

貫
す
る
た
め
仙
台
謡
、
東
北
学
院
の

二
校
に
代
表
を
派
啓
し
て
は
ど
う
か
と

操
業
が
あ
某
こ
れ
普
可
決
ハ
九
月
†

盲
に
行
く
こ
と
に
決
冗
し
た
。
各
套

鼻
愈
代
衣
医
の
通
聖

V
敬
縁
側
”
遠
腰
貰
甲
光
宍
学
習
彗

△
生
徒
側
川
補
語
俊
昭
、
智
正
朗
（
学

↑
習
糞
）
田
村
肴
、
笹
倍
兜
（
粗
筋

彗
小
沢
武
志
、
佐
々
大
敵
」
（
生

括
套
）
大
矢
哲
夫
（
出
版
萎
）

奨
学
金
授
墓
⊥
〒
六
年

鼠
前
期
奨
蕗
姦
投
与
着
駅
の
池
亀

一
人
二
十
円
．
を
寄
付

霞
、
送
球
遠
征
茸
に

八
月
三
十
日
合
同
教
室
に
於
て
捻
務
委

員
会
、
体
背
各
郁
代
霞
よ
る
合
同
委

員
会
が
開
低
さ
れ
た
。
く
れ
は
四
月
に

阻
ん
だ
予
算
の
う
ち
の
遠
征
家
が
葬
幻

僅
か
と
な
っ
た
の
で
、
十
月
初
め
の
野

葺
脚
仙
A
違
和
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
郡

山
遠
征
（
い
ず
れ
も
東
北
犬
舎
が
出

来
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

全
校
生
徒
に
勘
力
を
要
請
す
る
こ
と
に

な
カ
、
種
々
封
叢
の
結
果
一
人
当
旦
一

十
円
以
上
の
寄
付
督
求
め
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

養
蚕
部
主
将
準
豪
放
で
野

写真は仙台一高で生徒会首脳者と翰
r会談する視察団ノ

ク
ク
ク
ク
ク
　
ク
　
ク
　
ク
　
ク

決
め
た
串
は
必
ず
実
行

八
月
三
吉
こ
け
わ
れ
た
稔
厳
重
鼠
会

の
滞
上
八
番
産
金
最
か
ら
諦
朝
会
顔
に

因
ん
で
本
校
で
も
こ
れ
を
記
念
と
し
て

墓
貝
全
盲
R
で
決
め
を
言
は
必

ず
守
る
こ
と
を
伝
統
と
し
て
育
て
て
行

こ
う
姦
案
さ
れ
満
竺
汝
で
こ
れ
せ

可
決
し
た
。

量

t

M

帝
　
　
醜

運
動
会
を
決
定

す
る
も
の

二
十
三
日
に
二
十
五
周
年
記
念
祭
の

一
環
と
し
て
運
動
会
が
行
わ
れ
る
。

苦
か
ら
運
動
会
は
学
生
に
と
っ
て
楽

し
い
も
の
で
あ
少
、
父
上
級
生
に
と
っ

て
は
相
当
苦
し
い
仕
事
に
追
わ
れ
る
、

幸
い
、
行
革
で
あ
る
が
、
文
そ
れ
だ
け

愚
出
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

皆
が
鍾
尺
の
役
員
に
な
盈
昆
選
ん

で
穿
い
た
曳
と
か
く
サ
否
藤

も
な
菱
も
一
．
金
原
愈
働
い
て
く
れ
る

こ
れ
が
昔
の
遥
聖
の
姿
で
あ
っ
た

先
輩
は
か
く
い
っ
て
い
曳
然
し
今
年

は
そ
の
様
な
気
配
が
見
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
9
冒
づ
く
宅
兼
が
つ
ぶ
れ
る

か
ら
、
悪
く
も
な
い
。
』
等
と
考
え
て
い

る
枝
な
者
も
か
な
か
多
い
校
な
気
が
す

る
。
狼
賃
に
選
ば
れ
て
も
、
知
ら
ぬ
斬

し
て
、
サ
ボ
ッ
て
了
う
。
結
局
の
所
係

の
長
め
も
の
と
、
後
二
二
着
で
テ
ン
テ

コ
辞
字
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
未

年
蜃
の
で
却
っ
て
い
る
が
、
当

日
等
は
二
二
宮
で
や
ら
ぬ
は
な
象
い

腎
に
落
入
っ
て
し
ま
い
、
相
事
が
御

客
様
で
あ
る
だ
け
に
随
分
囲
っ
た
係
幻

を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
係
の
者
は
全
部

で
二
十
名
近
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
年
の
運
動
も
ど
う
や
り
、
当
日
は

そ
ん
な
事
に
な
少
そ
う
な
係
少
が
い
る

枚
で
あ
る
。

，
大
体
廷
臣
な
る
と
い
う
こ
と
を
ど

の
枝
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大

勢
の
も
の
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
、
役
員

に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
可
成
か
威

張
っ
て
も
よ
い
し
、
そ
れ
だ
け
訝
り
蟄

感
じ
て
、
一
生
腰
命
働
く
と
い
う
気
が

起
電
い
も
の
で
あ
を
鼠
。

役
員
に
な
ら
な
い
も
の
こ
そ
、
気
の

蓉
で
あ
る
と
思
う
様
な
気
が
起
ら
な
い

だ
ろ
う
か
。
ど
う
せ
滋
屋
は
余
力
役
員

等
に
な
る
孝
が
少
い
の
で
あ
る
。

兎
角
、
仕
事
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う

串
は
そ
れ
だ
け
の
揺
利
と
責
任
脅
与
え

ら
れ
た
事
に
な
る
。
そ
れ
健
や
や
も
す

れ
ば
回
避
し
た
が
幻
、
遊
ん
で
ば
か
幻

唐
よ
う
と
す
る
も
の
ば
、
こ
の
嘩
王
主

義
の
弟
代
に
、
反
逆
す
る
者
で
あ
幻
、

い
づ
れ
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
強
く

帝
レ
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
ろ
う
。

兎
に
角
、
二
十
宅
間
年
と
銘
を
習
っ

て
行
わ
れ
る
運
動
会
で
あ
る
、
乙
の
温

動
会
を
良
く
琶
芯
運
は
な
い
か
ば
全

ぐ
役
員
の
行
動
に
よ
る
の
み
で
あ
る
．

上
質
る
も
の
漫
ろ
し
く
奮
発
し
て

大
い
邑
腐
張
ろ
う
で
は
な
い
筏

▼
た
学
校
囲
警
備
が
苧
き
れ
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
現
在
合
間

散
華
隣
幻
に
あ
る
図
菅
重

で
は
収
容
人
員
、
冊
数
、

内
管
筆
奈
監
蛋
し
た

も
の
を
望
め
ず
、
か
ね
て

か
ら
生
徒
間
に
独
立
し
た

図
菅
銀
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
要
望
さ
れ
て
い
た
も
の

建
物
は
二
階
建
て
、
啓
庫

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
カ
と

し
予
算
三
百
万
円
か
ら
二

重
十
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
場
所
は
大
体
も
と
奉

安
既
の
と
こ
ろ
に
な
る
ら

室
田
甜
寿
、
璽
斎
藤
裕
、
柿
木
茂

中
三
村
田
篤
司

石
桜
薪
訝
賢
直

若
手
新
報
社
主
随
の
靂
両
県
下
学
生

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
は
十
月
六
、
七
の
両

日
行
わ
れ
た
が
啓
萱
の
結
果
、
裏
罫

間
は
軍
産
と
決
定
。
七
日
新
報
社
に

於
て
賓
が
行
わ
れ
漏
貨
局
最
か
ら

貨
状
メ
タ
ル
、
官
印
が
授
与
さ
れ
た
。

新
聞
展
な
ど

出
雲
記
念
行
事

二
十
四
周
年
記
念
也
版
委
員
会
記
念
行

事
灰
の
通
曳

▽
県
下
高
富

県
下
両
校
新
聞
部
の
協
力
に
よ
っ
て
十

百
三
日
か
ら
三
日
間
、
県
下
帯
校
新

聞
展
晶
催
す
る
。
な
お
石
燐
薪
閲
も

第
一
号
か
畠
在
迄
に
発
行
さ
れ
た
も

り
を
全
部
展
示
す
る
。

‥
‖
ク
ラ
ス
対
抗
討
論
会
‥
‖

弁
静
郡
、
出
版
筆
墨
共
催
で
二
十

五
周
年
記
念
ク
ラ
ス
対
抗
訂
碧
を

十
一
月
沖
旬
挙
行
す
る
予
定
。
出
場

要
領
次
の
道
具
ノ

∇
出
場
者
．
各
ク
ラ
ス
一
チ
ー
ム
と

す
る
（
一
チ
ー
ム
三
名
）

▲
∇
題
名

一
、
六
日
制
を
帰
は
是
か
非
か

二
、
講
和
後
の
再
軍
僻
は
塵
か
非
か

ニ
「
ロ
ー
マ
字
の
国
字
採
用
の
是
非

∇
記
念
特
報
号

二
十
五
周
年
を
記
念
し
発
行
す
る
タ
ブ

ロ
イ
ド
四
押
、
発
行
日
十
一
月
十
日
。

∇
放
し
討
静

各
方
面
の
要
望
に
よ
っ
て
紙
上
討
静
を

行
う
。
翰
親
は
軽
く
璧
写
る
が
生
徒

諸
君
多
数
の
御
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
期
待
す
る
。

四
、
日
吉
豊
島
か
工
登
園
川

か

。

　

　

　

　

　

　

　

　

目

玉
、
学
区
制
笑
笑
だ
と
っ
て
…

愚

か

非

か

。

　

　

　

　

　

‖

△
以
上
楚
非
嘉
富
。
　
仙

△
テ
竺
カ
ル
・
ヂ
ベ
イ
ト
メ
ン
ト
鵬

と
し
て
決
勝
の
際
次
の
翰
題
で
紬
…

六
Ⅷ
鍼
鯛
銅
…
牒
　
Ⅶ

そ
の
他
者
ば
追
っ
て
蓑
す
る
二

▽
文
芸
を
募
集

窟
新
聞
は
今
年
贋
に
入
力
大
体
芸
耳

欄
を
圧
縮
し
記
事
の
拡
充
に
務
め
て
果

た
が
『
重
商
督
設
題
せ
蓬
と
小
う

多
数
の
要
望
に
従
い
奮
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
生
徒
、
雇
員
そ
の
他
諸
氏

多
数
の
投
稿
を
希
望
す
る
。
宛
先
ば
出

版
委
員
会
新
選
耶
慧
譲
。

岩
大
志
望
多
し

適
検
申
込
書
に
見
る
進
学
状
況

前
期
の
期
末
試
験
も
終
加
島
ま
す
と
こ

ろ
五
カ
月
。
卒
業
を
目
前
に
控
え
て
進

学
志
望
の
高
三
は
学
力
の
充
実
に
大
わ

ら
わ
で
あ
る
が
、
十
二
月
十
六
日
に
行

わ
れ
る
新
制
姦
丁
、
盛
期
大
学
入
学
逆

正
枚
賓
の
岳
法
曹
覧
た
高
三
の
進
学

希
望
は
次
の
通
力
で
あ
る
。

聞
い
て
い
な
い
。
徹
底
的
、
充
実
せ

る
撃
の
静
流
さ
れ
る
今
日
長
年
の

念
願
が
叶
っ
て
学
校
囲
香
餌
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
苦
は
し
い
こ

召
い
る
私
学
替
る

自
由
教
育
面
に
学
校
図
曹
館
の
完
備

学校図書館設立竃
来春早々着工の見込み

こ
そ
は
欠
か
し
て
な
ら
ぬ
象

カ
、
知
識
教
養
の
療
泉
と

し
て
も
極
め
て
翼
要
な
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
悪
陳
か
ら
し
て
も
年
々

向
上
の
途
を
た
ど
幻
つ
1
ぁ

る
本
校
に
馨
館
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
は
そ
の
使
命
達
成

が
海
か
し
い
将
来
哲
予
約
す

る
も
の
で
あ
る
⊥
后
ず
る
な

お
山
中
先
生
の
話
に
よ
れ
は

相
当
廿
藻
な
ス
マ
ー
ト
な
も

の
ら
し
い
設
立
後
の
有
意
義

し
い
が
確
定
は
し
て
潔
い
。
具
体

的
に
決
れ
ば
来
琴
早
々
に
は
着
工
す

る
予
定
。

重
富
書
垂
且
長
談
詳
細
は
ま
芦

な
活
用
方
法
は
今
後
に
専
亡
れ
た
大

き
な
垂
の
l
つ
と
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

支
署
係
蔓
っ
ア
皐
ず
る
哲
或
一

こ
れ
に
よ
る
と
や
は
カ
畦
慧
凧
橙
右
手

大
学
志
望
が
圧
倒
的
に
多
く
約
七
上
皇

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
岩
大
憂
寄

著
大
が
第
一
期
と
な
っ
て
い
る
た
め
に

ヤ
マ
を
昏
旧
制
大
学
蓋
昏
る
か
で

相
当
清
の
タ
兎
と
な
っ
た
ら
し
い
が

結
局
多
数
が
経
済
的
な
急
の
か
か
ら

な
い
確
実
な
コ
ー
ス
岩
大
を
選
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
学
部
別
に
は
農
学
部

が
二
十
五
名
、
工
業
部
が
二
十
玉
名
」

学
芸
学
部
二
十
玉
名
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
県
外
の
大
学
に
安
寧
る
計

約
三
十
名
で
、
そ
の
大
半
が
東
京

方
面
の
学
校
で
あ
る
。
学
校
別
で
は

東
大
、
早
稲
田
大
、
明
治
犬
、
立
教

大
、
日
大
」
碍
最
大
、
一
橋
大
、
東

北
大
、
弘
前
大
な
ど
が
希
望
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
坂
残
さ
れ
た
後

期
に
最
後
の
ふ
ん
ば
幻
を
行
い
、
狭

き
大
学
の
門
を
く
ぐ
ろ
う
と
必
死
で

∵
狭
き
門
ク
就
職
″

希
望
に
胸
奇
ふ
く
ら
ま
し
道
学
す
る
生

徒
に
対
し
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩

督
潜
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
大

妨
四
十
名
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で

学
校
に
あ
っ
せ
ん
を
依
辞
し
て
来
て
い

る
の
墓
銀
巧
輿
蕪
喝

松
尾
鉱
山
、
富
士
銀
行
な
ど
で
あ
る
が

い
ず
れ
も
定
員
未
満
と
な
っ
て
い
る
。

め
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
告
大

学
の
門
と
同
じ
狭
き
門
で
志
望
者
は
青

息
吐
息
で
あ
る
。

模
試
成
績
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た

模
擬
試
験
の
成
績
は
血
百
村
窄
〇
八
亀

樫
昌
宏
。

前
期
末
考
声
二
十
六
年
度
前
期
末
考

査
は
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
迄

行
わ
れ
る
。

進
撃
二
千
七
百
名
が
壁
験

明
春
の
入
学
試
験
の
ト
ッ
プ
を
切
る
新

＝＝＝＝教育会指定＝≦

伝
統
と
歴
史
を
轟
る

各
種
万
年
筆
の
専
門
店

年

　

堂

盛
岡
市
中
ノ
橋
通
り

電
話
　
二
六
三
一
番

制
大
学
、
矯
期
大
学
人
誠
の
前
し
ょ
う

戦
と
も
い
う
べ
き
進
学
適
正
検
査
は
十

二
月
十
六
月
全
彗
せ
い
に
実
施
さ
れ

る
が
本
県
で
も
宥
大
農
工
学
の
各
会
場

の
外
三
校
で
行
わ
れ
る
。
進
学
適
正
枚

査
県
監
理
審
査
会
で
は
十
日
に
こ
の
出

願
嘉
切
っ
た
が
本
県
か
ら
ば
約
三
千

七
百
名
が
受
験
す
る
。

な
お
岩
火
は
今
年
も
こ
細
で
警

付
は
二
月
一
日
か
ら
二
月
十
五
日
迄

入
学
者
選
抜
試
験
は
三
円
五
日
か
ら

発
表
は
三
員
千
四
日
ま
で
に
行
う

こ
と
に
ー
篭
ノ
て
い
る
。

高
校
膏
薬
大
会
に
出
演

岩
手
日
報
社
主
催
の
腐
校
苦
楽
大
会
は

云
る
十
嵐
十
三
、
四
の
両
計
県
公
会
堂

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
が
本
欝
ら
は
有

田
健
胃
の
独
唱
（
撃
忘
れ
さ
せ
給
え

）
と
柳
館
先
生
括
握
の
男
声
合
唱
（
平

叙
の
鐙
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
と
蛭
、
き
け
駒

鳥
の
革
が
出
喝

県
下
英
語
学
垂
会

誌
十
二
月
に
講
堂
で

宥
事
高
校
墓
伯
会
話
部
主
僻
、
碧
首

報
社
後
援
の
箪
両
県
下
中
学
校
蓋
瓜

学
芸
会
は
来
る
十
二
月
八
日
本
社
謎
堂

で
行
わ
れ
る
。
昨
年
は
県
下
十
二
硬
が

参
加
し
盛
大
に
催
う
さ
れ
た
が
、
今
年

も
英
語
劇
、
詩
朗
読
な
ど
¶
盛
会
が
予

想
さ
れ
る
。
（
な
お
本
校
は
昨
年
英
語

劇
『
閃
託
の
ピ
ッ
ポ
』
を
上
演
一
位
督

獲
得
し
て
い
る
。
）

出
場
資
格
は
県
内
勇
者
学
校
生
徒

窟
目
は
英
語
劇
、
英
語
済
説
、
英
詩

朗
読
菅
で
劇
は
二
十
分
以
内
、
諦

折
説
ば
七
分
以
内
、
題
は
い
ず
れ
も

日
田
選
択
と
な
っ
て
い
る
。

英
弁
に
本
校
出
協

右
手
童
丁
会
主
催
の
県
下
両
校
薫
弁

静
六
会
ば
十
三
日
下
小
路
中
学
校
で
行

わ
れ
五
校
か
包
向
二
面
撃
弘
、
村
田

篤
詞
が
出
湯
し
宅

浅
沼
市
内
弁
論
大
会
に
出
場

右
手
女
茸
伺
枚
二
子
周
年
智
弘
念
す
る

同
校
主
催
の
市
内
商
櫻
井
静
大
会
は
十

月
三
計
行
わ
れ
本
隊
か
ら
没
沼
俊
胞
害

が
出
場
し
た
。

晴
れ
の
市
代
表
に

県
下
中
学
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
盛
岡
予

選
は
十
日
日
下
小
路
中
学
校
で
行
わ
れ

本
校
か
ら
岡
田
暢
作
の
議
運
山
彦
』

が
出
喝
晴
れ
の
市
代
衣
と
し
て
粟
る

十
一
月
三
日
に
鼎
公
会
撃
ビ
鯛
か
れ
る

県
大
会
に
出
漱
す
る
。

一
高
浜
連
発
表
会
　
J

十
百
中
旬
に
■
叶
わ
れ
る
ポ
円
筒
棟
狼

劇
連
盟
発
表
会
に
茶
校
か
ら
水
沢
輩
出

夫
作
の
『
随
遥
』
を
上
演
す
る
。
キ
ャ

ス
ト
は
常
…
秋
浜
借
受
、
建
－
大
止
l
膣

天
。淵

沢
先
生
御
回
復
　
去
る
七
月
か
ら

哲
零
床
講
さ
れ
て
い
た
測
沢
先
生
は

贋
乳
が
磯
風
乾
さ
れ
た
の
で
十
月
始
め

か
ら
登
校
さ
れ
て
い
蕎

〝
赤
い
羽
根
″
に
協
刀
毎
年
行
わ

れ
る
愛
の
募
金
議
い
羽
根
″
運
動
に

本
校
も
協
力
、
【
励
枚
は
二
人
学
芸
再

中
学
は
三
円
出
す
こ
と
に
決
冗
。

塁
に
つ
い
て
お
却
ぢ
せ
最

近
電
話
の
利
用
者
が
犬
秋
涼
見
て
お
幻

ま
す
が
未
だ
に
使
用
符
に
賢
し
な
い
′

人
や
使
用
料
金
を
払
わ
な
い
人
が
お
り

ま
す
。
鹿
用
考
は
必
ず
記
入
し
料
金
を

収
め
て
下
さ
い
。
な
お
喝
詣
使
用
料
金

は
一
回
五
円
と
な
少
ま
し
た
。

学
校
行
事
予
定

∴－・記念式記
念
祭
（
第
一
邑

踊
韓
臥
竺
旦

．．申・∴

皆
様
に
愛
さ
れ
る
店

信
用
と
責
任
を
誇
る

ワ

シ

ン

ト

ン

靴

店

若

寧

公

園

入

口

電
　
話
一
六
　
七
　
二
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相
次
ぐ
強
豪
連
破

亀
、

h
煽
八
日
目
．
∴
ノ
．

熟
軒
数
は
最
等
適

を
菅
に
脾
大
金
、
東
北
大
会
が
行

わ
れ
た
が
、
本
校
は
侠
腕
小
武
方
姦

頭
に
選
手
一
同
の
督
励
で
相
次
£
蒙

を
連
取
、
東
北
大
余
塵
で
秋
田
南
棟

と
慧
し
く
も
4
…
0
で
東
北
制

覇
の
栄
冠
を
通
し
た
。

東
北
大
会
莞
犬
舎
竿
月
六

七
の
函
H
H
仙
台
市
に
於
て
行
わ
れ
た
。

∇
一
回
戦

卵
塊
据
県
制
覇
の
偉
業

（
延
艮
十
竪

小
武
方
・
・
佐
藤

◇
打
数
岩
男
纂
刀
◇
安
打
者
7
寄
る

三
壌
膏
妄
言
◇
四
球
宕
～
安
1
◇
失

竃
石
3
琴
っ
◇
瞥
薯
4
安
－

…
∴
言
．
…
…
黒
川
昌
伸
一
‥
、

小
武
方
－
佐
磯

◇
三
塁
打
＝
細
川
◇
二
塁
打
＝
石
川

◇
打
蓼
石
和
蔑
翼
Y
安
打
覇
8
管
◇

三
等
◇
盗
塁
宕
5
礪
0
◇
四

球
者
6
東
1
◇
失
横
着
2
硯
2

【
欝
】
免
償
足
よ
く
円
高
に

二
高
を
先
取
し
た
空
回
麗
本
校
打
棒

猛
然
火
を
ふ
き
三
点
を
返
し
て
同
点
と

し
、
小
武
方
好
投
し
て
東
北
の
打
棒
を

こ
と
ご
と
く
三
振
、
凡
ヲ
ブ
イ
に
射
ち

と
の
、
七
回
宿
さ
ら
に
二
点
を
あ
げ
て

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。
－

一
律
．
初
の
本
塁
打
放
っ

県
大
会
は
九
月
二
二
百
か
ら
釜
石
市
臓

和
園
グ
ラ
ン
ド
で
挙
汀
。

▽
一
回
戦

謝
辞＜

U

l

n

U

 

l

入

U

O

n
H
U
n
V
 
n
H
U
U

銅
謄

鎧
方
途
警
蛮
打
身
、
柴

田
◇
二
塾
打
神
川

構
好
捕
02
摘
0
。
沼
O
A
一
2
・

1
3

遠
藤
、
小
武
方
－
佐
藤
◇
二
塁
打

君
田

∇
隆
枚

㌧
い

0
日
Y
－
（
U
U
l
・
n
V
ハ
U
n
U

O

n

U

H

U

　

〓

＞

▲

U

‖

U

 

n

U

ハ

U

‖

U

小
武
万
・
佐
藤
◇
二
塁
打
小
武
力
、

石
川
、
有
坂

撃
、
打
捜
茸
は
北
田
中
堅
手
に
授
与

さ
れ
た
。

繹
耐
用
U
。
…
銅
U
。
U
。
競

小
紋
方
」
佐
藤

◇
打
数
宥
罪
秋
2
9
◇
書
5
秋
4
◇

三
賛
4
懲
ユ
◇
四
球
箸
4
秋
4
◇
失

策
石
6
秋
0

【
扱
評
】
得
点
の
上
で
は
4
－
0
で
放

れ
て
い
る
が
安
打
数
で
隻
濠
が
一
茶

多
い
。
し
か
し
こ
の
安
打
が
散
発
と
な

っ
て
い
る
の
で
惜
し
く
も
得
点
出
来
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
け
加
え
て
失
策
が

六
つ
も
あ
っ
た
の
で
更
に
苦
戦
と
な
幻

二
回
以
後
立
ち
直
っ
た
佐
藤
投
手
の
斑

を
打
ち
こ
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

小
武
方
は
後
半
左
手
を
負
傷
し
粕
彩
督

欠
曹
－
0
で
東
北
大
金
準
優
勝

と
な
っ
た
。

今
夏
の
大
金
で
は
貧
打
線
と
い
わ
れ …

芸
朋
桐
別
離
肌

…
始
…
田
川
撼
峯
霊

…
枇
…
相
川
謂
川
は

右
手
高
0
0
－
0
0
0
n
O
5
才

た
本
校
が
秋
の
大
会
に
塵
準
え
る
よ

う
蓬
打
を
爆
発
さ
せ
た
こ
と
は
、

小
武
方
の
好
操
と
共
に
来
夏
の
甲
子

園
大
金
に
大
き
な
望
み
智
持
た
せ
る

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

盛
岡
地
区
予
選
（
堅
戸
牽

▽
一
回
戦
先
月
八
日
）
　
　
マ

平
館
商
0
1
0
－
0
0

小
武
刀
－
佐
藤

▽
二
回
戦
（
九
月
九
日
）

娼
詰
椚
…
銅
…

遠
藤
－
佐
藤

∇
準
決
勝
（
九
月
十
四
日
）

（
ヽ
戸
コ

H
U
l

小
武
方
－
佐
藤

▽
決
勝
（
九
月
十
五
日
）

鞘
編

2

．

U

n

U

 

O

O

n

V

0

日

U

O

O

1

2

日

γ

人

U

2

U

A

小
武
刀
、
速
靡
－
佐
頗

軟
式
野
球
盛
岡
地
区
予
選

▽
一
問
喝
高
松
帯
グ
ラ
ウ
、
ノ
ド
）

捕
肝
0
。
紺
8
8
0
2
0
。
8
8
一
0
2

金
子
－
菅
原

▽
準
決
捗
（
三
蔵
グ
ラ
ウ
、
／
ド
）

革
静
朋
0
。
8
日
紺
耶

松
野
、
管
脱
、
金
手
ハ
′
†
感
－
管
蘇

生
内

漂
第
高
雫
茎
葉
損

金
は
喜
口
市
立
高
校
で
行
わ
れ
た
。

∇
一
回
戦
一
関
2
4
・
・
ほ
岩
手

県
民
体
育
大
会
招
待
レ
ー
ス

選
球
、
準
決
勝
（
袈
）
で
鴨
選

県
は
伏
督
火
金
で
二
位
と
な
っ
た
送
球

部
は
優
勝
の
盛
岡
一
局
と
と
も
に
十
月

六
日
に
郡
山
で
行
わ
れ
た
究
北
蓬
手
贋

大
会
に
出
場
準
決
勝
で
聖
上
・

l
∵
絹
に
敗

れ
た
。

岩
手
2
円
…
㌃
据
翳

▽
準
決
勝

≡
4
番
”
｝
晶
聖
庸

一
沢
村
常
掛
廟
堂
開
村
坂
淵
辺
木々

ノ
、
藤
河
附
角
佐
奈
n
中
糸
告
泥
佐

W

 

B

 

B

 

K

メ

　

F

 

H

 

F

 

G

不
戦
勝
で
準
釈
勝
戦
に
遁
ん
で
来
た
佃

質
感
に
対
し
、
本
校
は
山
河
敬
の
蘭

酌
で
く
た
く
た
に
な
り
、
さ
ら
に
加
え

て
萄
チ
も
ム
と
う
わ
さ
さ
れ
た
の
に
気

を
許
し
前
者
－
2
と
瓦
解
に
試
合
を

進
め
た
が
後
半
戦
意
を
災
い
9
－
4
で

蚊
過
し
た
。
・

東
西
対
抗
簑
西
対
抗
陸
上
競
技

大
会
は
几
旦
官
釜
石
市
饉
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
閑
促
さ
れ
本
校
か
ら
佐
藤
忠
三
者

が
出
場
。
管
タ
イ
ム
次
の
通
り
。

∇
⑳
百
㍍
い
砂
8
　
▽
囁
古
狐

砂
1
（
大
会
新
）

▽
男
子
員
リ
レ
ー

A
組
◎
着
手
中

日
鼠
や
若
草
申

⑳
岩
車
中

接
が
ぬ
短
距
離

萎
…

岬
大
…

毒
仙

…
県
…

安
3
1
－
1
－
0
0
3
0

釘
4
5
5
一
ヽ
う
4
4
4
4

眉
輔
田
村
窟

北
糊
青
小
石
柴
川
有
佐

R

7

q

5

1

7

人

j

9

ノ

0

2

別
語
那
削
削
削

ヽ

7

2

1

0

百「
◇二塁打
二万、石川
◇≡三振≡芦
◇四悪者
◇失う莱宕

◇盗塁岩
なお県大会の本
校金成鰍の通
力。◇得点24◇
失点2◇打数115
安打33◇三振8
◇四球13◇煙
2

琴
南
県
民
体
育
大
会
は
国
体
県
予
選

を
兼
ね
て
九
月
四
日
か
垂
百
周
新
装

成
っ
た
県
営
総
合
グ
ラ
ン
ド
牽
甲
心
に

市
内
各
所
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
で

悪
魔
空
、
空
昇
華
は
村

に
額
闘
い
ず
れ
や
丁
月
二
十
七
日
か
ら

五
日
間
広
島
で
行
わ
れ
る
第
六
回
秋
季
．

大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

佐
藤
、
国
俵
へ

∇
男
子
百
肌
決
勝
椅
歳
以
下
）

0
佐
藤
息
三
日
砂
9
0
西
野
寿
司

▽
二
百
㍍
決
勝

0
佐
藤
塵
二
2
3
秒
り

▽
四
百
㍍
決
勝

⑳
温
雅
三

▽
砲
丸
投
決
勝

〇
着
脇
等
天
日
㍍
引
（
査
新
）

▽
琵
琶
勝

＠
中
川
巧
費

こ
の
結
果
定
米
伊
佐
藤
聖
署
が

国
体
行
き
と
決
定
。

村
上
一
位
、
小
森
三
位
体
操

体
操
は
盛
岡
一
高
に
於
て
行
わ
彗
本

校
村
上
昇
君
は
個
人
総
合
で
一
位
と
な

鳥
丸
の
団
体
数
権
盈
希
レ
た
。

∇
聾
窟
璽
買
上
9
・
旧

▽
平
行
棒
規
定
㊥
村
上
9
・
知
命
小
8

●
q
ノ
弓
ノ
．

▽
鉄
蹄
規
定
○
小
森
9
・
訝

▼
瀧
定
饗
品
府
上
4

4
・
佑
助
小
森
4
2

・
畑

▼
百
引
率
八
尋
頁
0
村
上
の
7
佑
命
小

森
射
・
朗

◎
規
定
日
掛
総
合
得
点

0
村
上
3
7
・
別

働
小
森
約
・
2

0

シ
ュ
ー
ト
決
ら
ず
惜
敗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
告
大
学
芸
学
部

盛
岡
一
帯
に
於
て
峯
行
さ
れ
た
が
、
本

校
は
準
決
隊
で
亀
崎
高
校
と
対
戦
終
始

富
裕
に
薬
屋
進
め
た
が
肝
心
の
シ
ュ

ー
ト
決
ら
ず
2

9
－
％
で
惜
放
し
た
。

▽
㌫
較
∴
歪
謎

V
二
酢
較

着
手
罰
　
－
　
－
　
2
2
　
柏

∴
∴
∵
∵
∵
・

緊
張
欠
ぐ
ラ
ス
ト
五
分

送
球
は
一
雨
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
一

回
戦
花
巻
に
川
－
2
と
大
勝
し
た
本
校

は
翌
日
宿
敵
一
両
と
対
戦
後
半
ラ
ス
ト

五
分
ま
で
2
1
－
と
リ
ー
ド
し
た
が
パ

ッ
ク
の
糾
耗
な
プ
レ
ー
で
～
！
2
と
敗

退

葦
蕃
14
円
＝
て
重
商

空
計
2
円
出
、
息
竺
高

再
制
覇
成
ら
ず

啓
の
面
体
連
に
優
勝
し
た
バ
レ
ー
部
は

再
制
覇
哲
ね
ら
っ
た
が
、
ナ
イ
ン
の
不

調
が
た
た
り
準
決
膠
で
挙
句
に
2
－
1

で
惜
敗
し
た
（
於
仁
王
小
コ
ー
ト
）

∇
一
回
娯
不
戦
勝

高
、
中
共
に
優
勝

佐
藤
、
二
百
に
県
高
校
新

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
金
は

十
四
日
県
営
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
本

校
は
商
、
中
と
も
初
の
栄
冠
を
獲
得
し

た
。

■
食
間
校

▽
百
㍍
　
血
芹
議
息
三
日
砂
5
（
大
金

哲
㊤
有
閑
寧
天
日
砂
9
天
会
タ

イ
）

目ざ車L・中学の活躍
秋の中学の活鎧は百さましく′、符に陪上嘉技、離、

如酎牒闇、卓既と、いずれも市あるいは県制覇を

成している。その他雛がもうちょっとというところ

・で敗退しており冬期の頗長持督経た来春が大いに期待さ

阿
部
、
坂
下
組
優
勝
盛
岡
近
郊
庭
球

太
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
主
催
復
活
第
一
回

盛
岡
近
郷
中
学
庭
球
大
会
は
十
月
七
日

太
田
村
役
場
盛
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
本
校

が
優
勝
し
咤

∇
一
間
戦

阿
部
坂
下
っ
ノ
1
U
太
的
．
西
川
清
水
け

ー
3
下
の
府
伊
藤
米
山
3
－
1
下
小

晩
佐
璧
多
3
－
白
見
前
坂
空

軍
ノ
ー
1
下
の
府

▽
二
桝
戦

南
部
坂
下
3
－
2
見
前
　
伊
藤
米
堀
、
ノ

ー
入
り
太
田
中
　
佐
禁
多
2
－
3
下
の

碍▽
三
国
数

個
部
苧
5
－
2
下
の
癖
伊
藤
米
山

3
－
1
下
の
構
坂
空
宮
3
－
2
下

の
闇
　
　
　
．
、
リ

▽
嘩
決
勝
・

阿
部
坂
下
4
人
U
小
川
石
井
（
松
尾
）

伊
讃
米
山
4
－
－
垂
空
包

▽
決
勝

阿
部
坂
下
4
－
⊥
伊
藤
米
山

県
下
中
学
庭
球
薯
県
軟

式
屁
戒
協
会
主
催
の
第
一
回
県
下
中
学

中
学
水
泳
三
連
覇

全
国
J
R
通
倍
大
会
県
予
選
報
県
下
中

学
競
泳
大
会
は
八
月
車
六
旦
化
巻
温

泉
プ
ー
ル
で
閃
か
れ
本
校
が
∴
盛
甲
レ

た
。
決
勝
記
廉
沢
の
通
り
。

∇
百
米
自
由
型
○
金
箱
重
夫
1
分
川

砂
8
（
県
中
学
タ
イ
）

∇
二
百
米
日
田
稗
○
虫
呂
軍
治
2
分

佗
秒
－
（
県
中
学
新
）
㊤
小
野
寺
広
2

分
5
1
秒

▽
四
百
米
自
由
型
0
古
田
5
分
4

7
秒

申
小
野
寺
6
．
分
4
分

∇
百
米
背
泳
．
〇
村
井
健
祐
1
分
2
6
秒
一

8
（
県
中
学
新
）

▽
二
百
米
平
泳
0
長
谷
川
久
1
各
1

7

秒
4

▽
三
百
米
湿
継
泳
0
着
申
（
村
井
、

長
谷
川
、
金
福
）
4
分
1

7
秒
（
蝿
中
学
新

▽
四
百
米
継
泳
、
宕
中
（
吉
田
、
佐
藤

小
野
寺
、
金
福
）
5
分
3
秒
9
（
県
中

学
新
）

∇
棒
合
点
宕
57
点

県
下
中
学
水
泳

ム
4
分
1
7
秒

▽
四
百
耶
自
由
型
予
選
0
阻
○
小
野
寺

6
分
‖
砂
D
狙
勧
告
出
6
分
5
秒

▽
房
白
田
等
選
0
組
0
金
箱
1
分

ほ
秒
つ
組
○
佐
藤
金
砂
、

▽
百
㍍
背
泳
予
選
盛
村
井
1

2
7
秒

▽
二
百
㍍
白
用
型
予
滞
B
阻
○
小
野
等

2
分
5
1
秒
C
親
0
請
出
2
分
4
7
秒

▽
二
百
艶
泳
予
選
A
組
ゆ
後
藤
3
分

5
4
秒
B
約
〇
艮
谷
川
3
分
2

5
秒

▽
四
百
㍍
舶
泳
予
選
8
親
0
岩
中
チ
ー

ム
5
分
8
秒

▽
捨
金
得
点
〇
着
中
野
東
㊤
筒
中
2

1
点

校
軟
式
寝
大
会
は
八
塑
千
六
日
岩

手
公
園
コ
ー
ト
で
挙
行
。
▲

∇
一
同
戦
米
山
伊
藤
3
－
－
大
別

坂
本
一
宮
3
－
－
二
子
電
蓄
鄭

3
・
1
U
太
田
　
坂
下
西
川
3
－
0
下
絹

滞
水
佐
藤
1
1
3
花
巻

▽
二
回
鞍
葦
伊
藤
3
1
－
犬
迫

坂
空
官
3
i
－
岩
垂
東
海
林
阿

響
了
－
二
子
撃
姦
川
2
1
3
太

田▽
準
々
敬
膠
米
山
伊
藤
0
－
姦

坂
本
一
官
1
1
－
3
轟
本
▲
喫
窯
阿
部

2
－
3
滝
野

北
田
満
塁
ホ
ー
マ
ー

市
内
中
学
球
技
に
優
勝

盛
岡
市
内
中
学
球
技
大
金
は
九
月
二
十

四
日
下
の
据
中
学
校
で
行
わ
れ
、
本
校

は
北
田
の
満
塁
ホ
ー
マ
ー
を
含
む
掴
ホ

ー
マ
ー
牽
優
勝
し
た
。

▽
第
山
回
戦
不
戦
勝

▽
第
二
回
戦

告
中
9
：
・
＝
n
U
下
小
麟
甲

バ
ッ
テ
リ
ー
北
田
－
楽
野

▽
第
三
回
戦

岩
中
日
・
…
・
1
不
莱
方
中

バ
ッ
テ
リ
「
北
田
、
鈴
木
－
紫
野

◇
本
塁
椚
北
田
論
告
川
村

遁
錮
0
5
8
8
0
0
用
紺
U

。
市

バ
ッ
テ
リ
ー
北
田
－
茸

◇
本
塾
打
北
朗
、
東
野

二
…
川
大
野
閏
野
村
良
川

…
バ
…
、
硯

…
ン
…
増
鈴
東
北
簸
川
暫
石

…
メ
…
ァ
5
8
－
2
6
4
3
9

▽
二
百
肌
　
○
佐
藤
恵
三
2
3
秒
4
（
大

会
新
、
鷺
校
新
）
◎
藤
川
雅
三

▽
胃
肌
⑳
浦
川
雅
三
5
6
秒
7
天

金
整

∇
走
巾
跳
○
中
川
巧
栽
5
㍍
7
4
◎
菊

地
祐
甫
5
㍍
亜

▽
関
丸
投
○
右
脇
鸞
末
日
㍍
（
大
会

苛
）

∇
円
徽
孜
0
中
山
巧
故
3
3
㍍
（
大
会

新
）
⑳
藤
村
等
治
雄
謂
㍍

∇
八
百
㍍
リ
レ
ー
堅
竃
（
右
脇
、

瀬
川
、
及
川
、
佐
藤
）
・
み
小
秒

◆
中
　
学

▽
百
狛
堅
塁
沢
英
は
砂
7

▽
二
百
㍍
堅
塁
択
英
2
6
秒
－
（
大

会
新
）
◎
畏
谷
山
守

∇
望
冒
二
望
萎
川
守
餓
砂
Z
（
大

金
琶

▽
百
十
㍍
監
口
⑳
柳
賎
刑
蓼
⑳
木
村

光
男

▽
八
百
㍍
リ
レ
ー
㊥
着
中
（
柳
把
、

鱒
谷
川
、
久
慈
、
爾
黒
沢
）

▽
た
山
桃
　
⑳
出
員
一
5
㍍
4
7
（
犬

用
会
新
）
㊥
久
鮨
芳
朗
え
‰
（
大
金

新
し

▼
種
苗
跳
　
◎
久
慈
芳
州
2
㍍
兼

【
総
合
得
隠
】

両
校
○
置
雨
4
7
雪
中
学
0
着
中
4
5
点

皆様のノート

と挙用文房具・

店号本
盛岡市呉服町二

6ノ8番

28－2番電琴

▽
二
回
戦

右
手
っ
′
7
0
岩
奄

▽
二
回
戦

…
毒
攣
雲

権
慎
上
親
授
で
は
二
十

五
日
頃
棟
内
陸
上
宗

手
か
監
事
警
官
べ

選
準
・
■
∴
∴

止
鯛

陸
如
ク
ラ
ス
対
抗
と
誉

内
2
5
：
．
・
：
－

進
め
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
こ
れ
は

校
な
っ
て
選
手
を
選
び

午
後
酔
問
を
も
ら
い

全
校
生
参
観
の
上
行
う
予
宅
種

目
は
、
百
米
、
八
百
米
、
千
五
宵

米
、
マ
ラ
ソ
ン
、
走
鯨
跳
、
走
稀
跳

二
衰
跳
、
抱
丸
投
と
な
っ
て
い
る

が
他
に
円
盤
投
、
堕
等
行
う
か

あ
る
い
は
郡
民
の
棋
妬
演
技
と
す

る
。
な
お
入
賞
撃
症
ま
で
巣
状

を
授
与
す
る
予
定
。

モ癖
分
勤
砂
1

▽
二
百
㍍
平
泳
決
繹

⑳
＝
毎
的
階
3
分
1

5
秒
3

▽
水
球

準
決
陵
石
橋
1
枚
尾
鉱
山

決
勝
崇
高
4
－
7
桜
泳
会

二
…
田
頗
坪
田
那
非
井

…
バ
…
石
遠
大
告
岡
村
照

…
ン
…
鱒
嬰
崇
莞
各
右

…
メ
…
G
L
R
E
L
O
R

ラ
グ
ビ
1
（
医
大
グ
ラ
ン
ド
｝

∇
一
回
戦

岩
手
5
3
－
－
0
諒
一

▽
準
決
勝

着
手
0
－
－
8
高
松

思
◇
陸
上
競
技
全
国
苛
校
陸

上
竜
技
選
車
種
（
八
月
四

水
球
、
先
輩
（
厨
会
）
肇
し

県
民
大
金
水
泳
は
九
月
一
、
二
の
両
日

花
巻
沢
泉
プ
ー
ル
に
か
て
行
わ
れ
た
。

∇
百
㍍
背
泳
準
決
勝

A
姐
○
村
上
良
和
1
分
2

5
秒
d
O
照
井

膏
1
分
2
6
秒
2
◎
嬢
準
耐
火
1
分
2

秒▽
二
百
箪
泳
準
決
膵

B
組
0
石
田
昭
ヨ
ガ
は
砂

吾
岩
川
県
金
沢
市
）

▽
二
百
米
佐
藤
▽
八
百
兼
リ
レ
ー
渡
川

吉
昭
佐
藤
、
高
橋
▽
槍
規
中
川
▽
砲

丸
投
岩
喝
い
ず
れ
も
予
選
で
落
選
。

異
色
は
な
つ
〝
山
岳
部
写
冥
農
″

二
十
五
周
年
記
念
行
革
の
；
と
し
て

行
わ
れ
る
山
岳
部
撮
影
に
よ
る
山
岳
写

蔓
展
は
来
る
十
高
三
、
彗
玉
の
三

日
間
記
念
祭
に
併
灯
し
て
行
わ
れ
る
が

今
か
ら
関
係
者
の
間
に
大
い
な
る
破
砕

が
も
た
れ
て
い
る
。
即
ち
出
品
す
る
等

共
は
合
計
七
十
余
枚
、
全
都
四
ツ
切
力

以
上
の
寂
柁
な
も
の
で
、
一
作
年
か
ら

各
地
の
山
々
考
階
級
し
た
も
の
牽
た
ん

ね
ん
に
撮
影
し
た
も
の
、
こ
の
中
に
は

学
校
の
避
雷
針
の
と
こ
ろ
か
ら
四
万
を

と
っ
た
写
宗
や
右
横
新
聞
揖
並
の
写
真

血
相
非
良
和
1
分
諺
9
台
莞
苧
忘
ど
が
含
荒
て
い
る
。

眼は矢儲鼓のち否！

メガ未は能率の源泉

正しいメガネで眼を守lりましよう

各眼科声喝
指定の専門店

水晶盤
h艮　鏡　店

本項　盛岡市中の橘通り

（電；活632等）

支店　盛岡市‾内丸中戚蟻蕊り

1（確信688）




